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LS 研 2026 年度 シニアマネージャーズコミュニティ（旧マネジメンツ交流会）参加者募集のご案内 

 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素より Fujitsu ユーザーコミュニティ LS 研究委員会（LS 研）の活動にご支援賜り、厚く御礼申し上げます。 
 

今般、2026 年度シニアマネージャーズコミュニティの参加者を募集いたします。 

本コミュニティは、各業界の「部門長・部長クラスの方」を対象に、人脈形成と相互啓発を目的として毎月１回活動

いたします。毎月の活動では、業界動向（市場、経営、デジタルテクノロジー）や情報システム部門のあり方などをテーマ

に進めます。同じ立場の方々との意見交換を通じて、経営革新の一助となる有益な情報や気づきを得ていただけます。 

なお、LS 研では、会員の皆様により分かりやすくご参加いただけるよう、2026 年度より活動のフレームワークを見直し、

マネジメンツ交流会は、「シニアマネージャーズコミュニティ」へと名称を変更いたします。より一層充実した活動を目指して

参りますので、下記の開催要領をご確認のうえ、ぜひともご参加を検討いただけますと幸いです。 

敬具 

 

― 記 ― 

 

参加対象： 部門長・部長クラスの方 

活動期間： 2026 年 6 月～2027 年 3 月（10 か月間） 

開催頻度： 毎月 1 回 2 時間（16 時～18 時予定） 

開催形式： 集合形式 

開催場所： 富士通施設、他（関東／関西） 

募  集： 各会場 15 名（定員になり次第締切） 

参加費用： 飲食代として、年間 44,000 円（内消費税 4,000 円） 

※請求書（研修時の飲食代含む）は、開始時に送付いたします。 

申込方法： 【満員御礼】2026 年度の申込は受付終了しました。 

申込期限： ― 

以上 

 

＜お問い合わせ先＞  

LS 研事務局（富士通株式会社 LS 研推進部内） 担当：小田、磯貝、今井 

Tel: 050-3459-2669 

E-mail:fj-lsken-management1@dl.jp.fujitsu.com  

mailto:fj-lsken-management1@dl.jp.fujitsu.com
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2026 年度 シニアマネージャーズコミュニティ 実施概要 

 

概要 業種・業界の最新動向（市場、経営、ICT など）や情報システム部門のあり方などについ

て、意見交換を行います。 

主な参加の 

メリット 

・ 自社またはご自身の課題について、異業種の参加者との意見交換により、解決策の 

ヒントが得られます。 

・ LS 研の “Give＆Take” の精神により、新たな知見収集と人脈形成が可能です。 

参加条件 ・ LS 研会員の部長または部門長クラスの方（1 社 1 名様） 

・ 年間を通じて、継続参加可能な方（代理出席不可） 

・ 意見交換のためのテーマをご準備いただける方 

会場の選択

について 

お申し込み時に、以下地区のいずれかをご選択いただきます。 

【関東】 

・初回開催日： 2026 年 6 月 16 日（火）16:00～ 

※以降は、原則として第 2 火曜日 もしくは第 3 火曜日 

※会場は富士通施設（神奈川・川崎）を予定 

【関西】 

・初回開催日： 2026 年 6 月 17 日（水）16:00～ 

※以降は、原則として第 3 水曜日 

※会場は富士通 Osaka Hub（大阪・梅田）を予定 

毎月の 

進め方 

・ 毎月のテーマは、初回開催時に参加者で検討のうえ決定いたします。 

※課題を共有いただけるテーマや意見交換をしたいテーマを、事前にご準備いただきます。 

・ 発表者は、テーマに関する情報をご発表いただきます。発表者からのインプット情報を 

基にグループディスカッションを行い、議論や質疑応答を通じてそのテーマについて深掘り 

いたします。 

意見交換の

テーマ例 

・ 先進技術の利活用とその課題について 

・ 経営に貢献する ICT 部門の役割について 

・ 次世代を担う ICT 人材育成について 

・ 業種・業界でのホットな話題（市場、経営、ICT などの最新動向） 

・ 自社の取り組み課題  

※自社製品サービスなどの紹介はご遠慮ください。 
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【ご参考】2025 年度 マネジメンツ交流会 発表/ディスカッションテーマ 
 

 関東地区 関西地区 

4 月度 キックオフ 

初顔合せ、自己紹介、テーマ検討、年間計画 

キックオフ 

初顔合せ、自己紹介、テーマ検討、年間計画 

5 月度 ・ 富士通からの話題提供 

「富士通の取り組み OneERP+プログラム 紹介」 

・ サイバー攻撃被害時の模擬記者会見訓練 

・ 富士通からの話題提供 『生成 AI』のインパクト 

~エンタープライズの将来ビジョン~ 

6 月度 ・ IT 業務のアウトソーシングについて 

・ IT 業界の育成について 

・ 生成 AI の今 

7 月度 ・ 近地開催：いすゞ自動車様 
       （藤沢工場見学） 

・ 女性活躍推進の取り組み 

8 月度 ・ アプリ開発における AI 活用 

・ 地域の課題解決を図る地域社会 DX の推進 

・ パナソニックグループにおける BPR×AI×プロセス 
マイニング最新事例 
～パナソニックの IT 中核会社の挑戦～ 

9 月度 ・ 観測から見えたサイバーの空模様 

・ 送信ドメイン認証について 

・ インターネットガバナンスとトップレベルドメイン 
.kyoto の運営 

10 月度 ・ 遠地開催： 全農サイロ 倉敷支店様 
 JA 全農くみあい飼料 倉敷工場 

・ 食品卸業界における IT・デジタルに関する活動状況 

11 月度 ・ ISUZU AI の取り組みについて ・ 遠地開催：川崎重工業様 
 CO-CREATION PARK KAWARUBA 見学 

・ 富士通からの話題提供 
システム開発における生成 AI 活用の現在地と将来 

12 月度 ・ IT 人財の確保・育成 

・ 人材育成の取り組み 

・ 組織体制の空洞化対策について 

1 月度 ・ 若手人材の定着に向けた施策の効果と 

副作用 

・ 2035 年を見据えた業務システムの将来像に 
ついて 

・ 大和ハウスの IT 部門について、及び AI 戦略 

2 月度 ・ クラウド製品を真剣に考える 

・ IT 人財確保と育成について 

・ 数字で振返る基幹システム導入プロジェクト  

3 月度 ・ 業務知識ってどう身に着けていますか？ 

・ 2025 年度振り返り 

・ 富士通からの話題提供 
データで動く、AI で変わる 

・ 2025 年度振り返り 

 
＜交流会 参加者の声＞ 

・テーマについては課題感を共有できるものばかりで良かった。 

・相談内容に対して、自社事例などを用いて解決案を提示していただき、とても参考になった。 

・異業種の方との意見交換は新鮮であった。 


